
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

                                                                                              

令
和
二
年
の
事
業
に
つ
い
て 

 

 

大川市 都市計画課 都市計画係 

TEL０９４４‐８５‐５６０３ 

 

ご相談・お問合わせ先 

NPO法人小保・榎津藩境のまち保存会 

TEL０９４４‐８７‐０９３１  

街なみ環境整備事業 

修理・新築をお考えの方は、お気軽に 
「NPO法人小保・榎津藩境のまち保存会」 
若しくは「大川市」にご相談ください。 

本
年
は
、
令
和
の
時
代
と
し
て
最
初
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
も
、
気
持
ち
も
新
た
に
町
並
み
の
保
存
活
動
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
は
藩
境
〔
小
保(

柳
河
藩)

、
榎
津(

久
留
米
藩)

〕
が
成
立
し

て
四
百
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
、
「
藩
境
ま
つ
り
」
を
皮
切
り

に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。 

さ
ら
に
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
「
街
な
み
環
境
整
備
事
業
」
に
よ
る 

伝
統
的
な
建
物
の
修
理
や
、
修
景
事
業
の
更
な
る
推
進
を
図
る
と
と
も
に 

登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
推
進
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

本
年
も
、
地
元
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い 

申
し
上
げ
ま
す
。 

                    

吉吉
原原
義義
朗朗
家家
住住
宅宅  

国国
のの
登登
録録
有有
形形
文文
化化
財財
へへ  

かか
わわ
らら
版版  

三三
十十
二二
号号  

令令
和和
二二
年年
八八
月月
十十
五五
日日
発発
行行  

七
月
十
七
日
、
私
た
ち
の
ま
ち
並
み
に
あ
る
吉
原
義
朗
家
住
宅(

主
屋
及
び 

角
座
敷
と
煉
瓦
塀)

が
、
国
の
文
化
審
議
会
に
お
い
て
登
録
有
形
文
化
財
と
し

て
登
録
す
る
よ
う
、
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。 

吉
原
義
朗
家
は
、
小
保
町
に
残
る
江
戸
後
期
の
大
変
貴
重
な
町
家
で
す
。
旧

柳
川
藩
小
保
町
の
別
当
職
を
代
々
務
め
た
吉
原
家
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
の

分
家
に
あ
た
り
、
造
り
酒
屋
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
小
保
榎
津
地
区
で
は
、
江

頭
良
介
家
に
続
き
二
棟
目
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
り
ま
す
。 

～
登
録
有
形
文
化
財
と
は
～ 

都
市
開
発
な
ど
で
、
消
滅
が
危
ぶ
ま
れ
る
近
代
建
造
物
を
守
る
た
め
、
１
９

９
６
年
に
設
け
ら
れ
た
文
化
財
登
録
制
度
に
基
づ
い
て
登
録
さ
れ
ま
す
。
築
後

５
０
年
以
上
が
た
ち
、
歴
史
的
景
観
や
造
形
に
優
れ
、
再
び
造
る
こ
と
が
容
易

で
な
い
こ
と
が
選
考
基
準
で
す
。
厳
し
い
規
制
が
あ
る
指
定
文
化
財
と
違
い
、

外
観
を
大
き
く
変
え
な
け
れ
ば
改
修
や
改
装
も
認
め
ら
れ
、
町
づ
く
り
や
観
光

な
ど
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

小
保
・
榎
津
藩
境
の
ま
ち
保
存
会 

大
川
市
大
字
小
保
１
７
３
番
地 
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